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建築概要

　隠れた木の力シリーズ　　　群馬・伊勢崎市の白川鉄工本社

情熱が思いつなぐ
群馬に木造事務所が誕生へ

ネイルプレートトラスで大型非住宅が増加松本　泰幸　氏

木材を供給した　　　　　　
アールフレイム　代表取締役

（９） （第三種郵便物認可）２０２５年（令和７年）２月７日　（金曜日） 【企　画】
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www.cofi.or.jp
〒東京都港区虎ノ門３８　巴町アネックス２号館９階
ＴＥＬ：
カナダ林産業審議会（ＣＯＦＩ）は、ツーバイフォー工法や木質トラス
構造、それらに使用されるＳＰＦ材など、木造建築に関する普及・啓蒙
活動を行っているカナダの非営利団体です。

ネイルプレートトラスと
トラス製造工場の情報は
こちら
日本木質トラス協議会
www.jwtc.org カナダ木材製品全般の普及・促進

　白川鉄工様の白川代表取締役が
『妥協のない情熱』と表現するマイ
スターハウスの山口代表取締役は、
２×４の高気密高断熱住宅に並々な
らぬ情熱を傾けてきた。その出会い
は、年前にさかのぼる。

　もともとはゼネコンの現場監督を
していたが、独立して設立した設計
事務所で、「合理的なところが魅力」
という２×４を手掛けるようになっ
た。その後、視察で訪れた北海道で
高気密高断熱住宅と出会った。「寒
い北海道なのに、ストーブ１台で快
適な空間ができている」と衝撃を受
け、その快適さに惚れ込んだ。「２
×４なら在来工法よりもっと合理的
にできるのではないか」と考え、モ
デルハウスを建て、普及に力を入れ
た。
　最初は、「本州では夏に結露が発
生するので、普及しない」と周囲か
ら言われたという。それでも惚れ込
んだ２×４高気密高断熱住宅の快適
さを証明するため、「大学に協力し
てもらって、モデルハウスで夏場の
結露のデータを蓄積した結果、特定
の条件では結露が発生するが、問題

が起きるほどではないことが分かっ
た」。むしろ、関東地方では「冬よ
りも夏場にエアコンの効きがよくな
るというメリットの方が大きいこと
が分かった」と、本州で展開する道
筋が見えた。北関東地域では、「特
有の春の砂埃が家に侵入しなくて快
適という点もプラスになった」こと
で、現在まで広がりを見せている。
　白川鉄工様のように、住宅だけで
なく、事務所でも２×４高気密高断
熱が求められる現在の流れについて
は、「自分の住まいが快適だと、仕
事場も快適にしたいというオーナー
が多いということではないか」とし、
デイサービス施設など福祉施設のニ
ーズも出始めている。

　今後も「木造２×４はどんどん発
展すると思う」と力を込める。「集
成材やトラスなど非常に有意義な材
料があるため、適材適所で使うこと
が重要だ。高気密高断熱については、
コーキングではなく、面で気密性を
確保することが重要」とポイントを
挙げつつ、「例えばネイルプレート
トラスを使えば、㍍や㍍のスパ
ンの空間も実現できる」とするほか、

「耐震性は高い上、耐火性も石膏ボ
ードを使えば確実に確保できる」と
語る。２×４でこうした自由さを感
じるようになるためには、「協力会
社など良いパートナーに巡り会うこ
と」が重要で、それが木材の安定供
給にもつながる。パートナーに恵ま
れれば「木造はどんどん夢が広が
る」。

　こうした環境になるまで簡単な道
のりではなかったが、「自分の仕事
が評価され、人に紹介される会社に
したい」という思いで、「１件１件
を大事に、一生懸命、情熱を持って
施工すれば、仕事はつながる」と信
念を持って取り組んできた結果がい
ま、確実に形になっている。
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
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務
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
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
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
ま
ず
工
場
の
建
設
地
を
探
し
て
い
た

結
果

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
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
光
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
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Ｃ
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
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
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
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
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
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
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
自
宅
や
工
場
の

休
憩
室
な
ど
を
施
工
し
て
い
た
だ
い
た
際

に

山
口
代
表
取
締
役
の
妥
協
の
な
い
情

熱
が
本
当
に
毎
回

伝
わ

て
き
た

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
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
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
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
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
こ
れ
だ
け
大
き
な

木
造
事
務
所
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
や


そ
の
良
さ
も
Ｐ
Ｒ
し
た
い
﹂

　
　
｜
｜
白
川
鉄
工
様
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発

　
　
目
標
︶
達
成
や
環
境
に
対
す
る
考
え
方
は


　
﹁
取
引
先
で
あ
る
脱
着
式
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
す
る
企
業

は
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
企
業
が
多
い

コ
ン
テ
ナ
を

製
造
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ


ン
の
一
員
と
し
て

環
境
問

題
は
身
近
な
問
題
と
考
え

重
く
受
け
止
め
て
い
る

企

業
理
念
と
し
て
﹃
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
で
で
き
る
こ
と
を
確

実
に
実
行

継
続
し

Ｃ
Ｏ

削
減
に
貢
献
す
る
﹄
と
い

う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
﹂

　
　
｜
｜
具
体
的
な
取
り
組
み
は

　
﹁
コ
ン
テ
ナ
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

耐
摩

耗
性
が
高
い
素
材
を
使

て
コ
ン
テ
ナ
を
長
寿
命
化
す
る

こ
と
で

製
造
か
ら
廃
棄
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
を
長
く
し
た

り

回
数
を
減
ら
す
こ
と
で

Ｃ
Ｏ

排
出
削
減
に
つ
な

が
る

コ
ン
テ
ナ
の

％
の
軽
量
化
に
も
つ
な
が
る

軽

量
化
す
れ
ば

廃
棄
物
を
運
搬
す
る
際
の
ト
ラ

ク
の
Ｃ

Ｏ

排
出
量
も
変
わ

て
く
る

こ
の
ほ
か

コ
ン
テ
ナ

製
造
の
加
工
機
は

﹃
省
エ
ネ
設
備
・
機
器
の
更
新
費
用

等
の
一
部
を
支
援
す
る
補
助
﹄
︵
省
エ
ネ
補
助
金
︶
も
活

用
し
て
Ｃ
Ｏ

レ

ザ

か
ら
フ

イ
バ

レ

ザ

に

変
更
し
た
﹂

　
　
｜
｜
新
た
な
取
り
組
み
は

　
﹁
２
０
２
３
年
に
シ

ア
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ト
フ



ム
﹃
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
　
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
﹄
を
展
開
す
る
Ｏ

ｐ
ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
と
業
務
提
携
を
結
び

首
都
圏
で

シ

ア
サ
イ
ク
ル
を
展
開
し
始
め
た

持
続
可
能
な
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
れ
ば
﹂

〈仕様〉
▷屋根ガルバリウム鋼板葺き、断熱（吹込みグラス
　　　　ウールＫ、厚さ㍉、熱貫流率．Ｗ／平
　　　　方㍍Ｋ）
▷外壁ジョリパッド仕上げ、断熱（吹込みグラスウ
　　　　ールＫ、厚さ㍉、熱貫流率．Ｗ／平方
　　　　㍍Ｋ）
▷基礎Ａ種押出ポリスチレンフォーム保温板１種厚さ
　　　　㍉（熱貫流率．Ｗ／平方㍍Ｋ）
▷玄関ドア金属製断熱ドア、低放射三層複層ガラス（熱
　　　　　　貫流率．Ｗ／平方㍍Ｋ）
▷サッシ樹脂サッシ、低放射三層複層ガラス（熱貫流率
　　　　　．Ｗ／平方㍍Ｋ）

▷工事名称白川鉄工株式会社様
　　　　　　新社屋建築工事
▷建築主白川鉄工
▷設計・施工マイスターハウス
▷木材供給会社アールフレイム
▷規模木造２階建て延べ，平方㍍
▷構造枠組壁工法（ツーバイフォー工
　　　　法）、トラス構造（２階床、屋根）、
　　　　ベタ基礎
▷工期年７月日年月日
▷建設地群馬県伊勢崎市
　　　　　小泉町、、

　脱着式のコンテナを製造・販売する白川鉄工（群馬県伊勢崎市、白川正一代表取締役）が、新たな本社
事務所をツーバイフォー（２×４）の木造で建設している。２×４の高気密・高断熱に強い信念を持つマ
イスターハウス（群馬県高崎市）の山口康雄代表取締役の情熱が、「快適」な職場環境を次世代に残した
いという白川代表取締役の思いと共鳴し、新たな木造非住宅建築プロジェクトへとつながった。
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の
建
て
方
は
４
人
程
度
の
作
業

員
数
で
２
｜
３
日
で
完
了
し
た


　
２
階
床
も
ト
ラ
ス
に
す
る
こ
と
で


﹁
床
の
構
造
が
太
鼓
型
に
な

て
音
が
響

く
一
般
的
な
床
根
太
に
よ
る
床
の
構
造
に

比
べ

ト
ラ
ス
の
両
側
か
ら
音
が
逃
げ
て

響
く
上

配
管
・
配
線
用
の
穴
を
空
け
る

必
要
が
な
く
施
工
性
が
高
い
﹂
と

そ
の

効
果
を
説
明
す
る

﹁
非
常
に
大
き
な
物

件
だ
が
特
別
な
木
材
は
使

て
お
ら
ず


シ
ン
プ
ル
に
収
ま

て
い
る
﹂
と
納
得
し

て
い
る


ネイルプレートトラスで組んだ屋根

完成した工場の休憩所

トラスで天井（２階床）を組むことで、木材
を安定的に供給しながら大空間を実現できる


